
１．はじめに

本研究の目的は、19世紀イギリスにおけるスポーツ

の近代化に対してイギリス法が果たした歴史的役割を

検討することにある。

筆者はかつて19世紀に出されたスポーツに関わる判

例を検討することにより、当該スポーツの合法化がイギ

リス法における「理由ある殺人」の裁定を得るさいの要

件であったこと、またそのことが同時代のボクシングや

フットボールの近代化に対しても一定の影響を与えて

いたことを指摘したことがあるが、そこで問題となるの

が、同時代のイギリス法がいかなるスポーツを合法と見

なしていたかという点にほかならなかった。1) このこと

に関するイギリス法の対応を明らかにするためには、判

例や権威書に加え、制定法についても検討する必要があ

るが、管見では、このような観点から、同時代における

制定法とスポーツとの歴史的関係を包括的に示した研

究はまだ見られないのが実情である。2)

そこで本稿では、同時代のイギリスにおいてスポーツ

に関わる規定を有していたと考えられる制定法につい

て、Chitty’s Statutes, 5th ed.（1894）〔『チティの実用制

定法集』第５版（1894年）〕が採用する分類項目を中心

に考察することにより、同時代のスポーツと制定法に関

する基礎的な知見を得たいと考えている。

２．方法及び課題の設定

歴史的な制定法の内容を知るには、既存のいくつかの

法令集を利用するのがもっとも一般的な方法である。

イギリス法学で用いられる法令集は大きく分けて２

種類ある。「毎年制定される法令をまとめて刊行する法

令全書的なもの」と、「現行法を系統的にまとめた六法

全書的なもの」である。3) 後者については、とくに古い

時代の制定法を対象とする場合にはStatutes at Largeと

呼ばれる法令集が、また後者についてはChitty’s Statutes

やHalsbury’s Statutes of Englandなどがよく用いられる。

いずれも同時代の私的な法令集であるが、研究者の間で
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Law, Dogs, Fish, Game, Games and Gaming, Highways, Infants and Children, Intoxication Liquors, Markets
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も広く利用されてきた。4)

上記2種類の法律文書のうち、法令全書的な法令集

は、一定の期間に施行されたすべての制定法を、刑法、

民法、行政法などの区別なく成立した順に掲載したもの

で、個々の制定法の全文を確認するには適しているが、

本研究のように、特定の内容に関わる規定並びに制定法

を抽出しようとする場合には必ずしも便宜たりえない。

また、六法全書的な法令集も「すべての制定法」を扱っ

てはいるが、独自の分類項目に基づいて整理されている

ため、研究対象と分類項目が一致しない場合には、別の

方法で制定法を特定する必要が生ずる。また、刊行され

た時点で有効な法を示すものであることから、廃止や改

正によって無効となった規定については知ることがで

きない。
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表１　３つのスポーツ法学研究における関連制定法及びその分類項目

表２　Chittyの分類項目に基づく制定法一覧a



たとえば、Halsburyの法令集は初版が1907年から1917

年の11年間にかけて出版されているが、この版を用いて

も20世紀初頭が基準となる。また、索引が付されていな

いため、複数の分類項目に分散することが予想されるス

ポーツに関わる制定法を抽出することは困難である。

Halsburyと同様、Chittyもいわゆる「六法全書的」な

法令集であり、その内容はあくまでも刊行年である

1894年を基準としている。結果として、19世紀に出さ

れた制定法でも、その時点で無効となっていた規定は原

則として収録していないし、1895年から1900年の間に

施行された制定法についても考察対象からは外れるこ

ととなる。だが、同書には充実した索引が付されてお

り、そこから制定法のみならず、各規定の内容も知るこ

とが可能である。

以上の理由から、一定の制約はあるものの、本稿で

は、『チティの実用制定法集』第５版（1894年）〔以下、

Chittyと略記〕を一次史料として用いることにした。5)同

書が収録した制定法を中心に検討することにより、同書

のいかなる分類項目の制定法がスポーツに関わる規定

を有していたかを提示すること、また、そこから今後の

研究課題を明らかにすることが本稿の課題である。

３．研究対象

表１は、1990年代以降に刊行されたスポーツ法学関

係の３つの研究書が言及していた19世紀以前の制定法

をChittyの分類項目に基づいてまとめたものである。6)こ

れらを参照するだけでも、スポーツに関わる制定法が複

数の分類項目にまたがっていたことが理解できよう。

ところで、本稿の課題はChittyそのものを用いて制定

法とその分類項目を提示することにあるが、そのために

は、スポーツに関わる制定法を特定するさいの判断基準

が明らかにされる必要がある。そこで本稿では、上記の

スポーツ法学研究に加え、それらが参照していた歴史研

究を中心にして、それぞれの研究対象についても検討す

ることにした。7)

ちなみに、表２は、表１に上述の歴史研究から抽出し

た制定法を追加し、Chittyの分類項目に基づいて整理し

直したものである。関連する分類項目はさらに広がって

いるが、ここでも研究対象が問題となる。

McIntoshの研究は、『社会の中のスポーツ』という原

題を掲げているが、「スポーツ」のみならず、「体育」や

「娯楽」に関する言及も認められた。事実、「公衆衛生法」

（1848年、1875年）や「浴場及び洗濯場法」（1846年）へ

の言及は、アスレティシズム（パブリック･スクールに

始まる団体競技や競技スポーツの礼賛）に関する章で為

されていたものである。これに対し、Masonはとくにイ

ギリスにおける「スポーツ」の独自性とその現代的な問

題に注目するなかで「賭事法」（1853年）と「地方税法」

（19世紀半ば）についてふれており、Malcolmsonの研究

はもっぱらイギリスの「民衆娯楽」を対象とするもので

あった。このような研究対象の違いは、じつは先行する

スポーツ法学研究についても認められた。

たとえば、Graysonが参照した歴史研究は、もっとも

新しいものでMcIntoshのみであり、Beloff他は参考文

献としては歴史研究を一切掲げておらず、また、

Graysonが取り上げている狩猟、射撃、釣りといったフ

ィールド・スポーツや娯楽についても対象からは除外

し、「ゲームの最後に勝者が明確になる競技スポーツ」

に焦点を絞ったと述べている。8) Beloff他が19世紀にお

けるスポーツ関連の制定法として「改正商船法」（1862

年）しかとり上げていなかったのはそのような事情によ
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表３　制定法と分類項目の特定につながった索引事項



るものと考えられる。さらに、McArdleの研究は主とし

てフットボールを中心にイギリス法との関わりを論じ

たものであったことから、フットボールの発展史に関わ

る記述が見られるMalcolmsonとMasonの研究を参照し

ていたのである。

このようなスポーツ史の現状を考慮するとともに、な

おかつそれらを広く包摂する概念として、本稿では、「体

育physical training」、「スポーツsport（フィールド･スポー

ツを含む）」、「娯楽recreation」に注目することにした。9)

４．Chittyに基づく制定法と分類項目

Chittyは第１巻から第12巻までが法分類の項目別に整

理された制定法集であり、第13巻はすべて索引で構成

されている。上述の「体育」、「スポーツ」、「娯楽」に関

わる規定を有する制定法の特定にあたっては同索引を

用いた。本研究では第13巻に記載された索引事項を基

にして関連する制定法をすべて参照したが、上記３つの

概念に関わる規定の抽出に直接つながったのは表３に

示した索引事項であった。

次に表４は、関連する規定を有する制定法をChittyが

採用する分類項目に従って示したものである（Chittyに掲

載された制定法のみを記載）。なお、制定法の個別名称

は、それぞれの略称（short title）を翻訳し記載している

が、略称、制定年、号数については、Chronological Table

of the Statutes（2003）に依拠した。10)

５．まとめと考察

それでは次に、表４に示した分類項目について、スポ

ーツ史の観点から考察を加えることとする。ちなみに表

２で示した分類項目は全部で19であったが、Chittyの索

引を用いて関連する制定法の抽出を試みた結果、分類項

目は全部で 32となった。新たにつけ加えられたのは、

「陸軍」、「破産」、「鳥」、「犬」、「休日」、「酩酊アルコール

飲料」、「首都ロンドン」、「軍用地」、「慣習」、「社会改良」、

「鉄道」、「歳入」、「放浪者」である。

表５は、表３で示した索引事項を関連分野ごとに整理

し直すとともに、該当する分類項目をそれぞれ列挙したも

のである。以下、関連分野ごとに見ていくことにしたい。

５.１ スポーツと娯楽

ここで見られた個別のスポーツや娯楽は、フィール

ド・スポーツ（狩猟、射撃、釣り）、アニマル・スポー

ツ（牛掛け、牛追い、熊掛け、あなぐま掛け、馬掛け、

闘鶏など、生きた家畜を用いるスポーツ）、競馬、不法

な遊戯（ハザード、富くじ、ピッチ・アンド・トス、ラ

ッフルズ、ロリ・ポリー）、自転車、ビリヤード、ダン

ス、プライズ・ファイト、ボート、凧あげであった。

狩猟、射撃、釣りは、イギリスでは長い間ジェントル

マンの排他的特権であり、それを持たない周辺の住民に

ついては、獲物を殺す行為は「密猟」、また獲物の売買

は「密売」にほかならなかった。法的根拠となったのは

一連の「狩猟の獲物」に関する制定法（「狩猟獣法

［game laws］」）である。もっとも、射撃に必要となる銃

の所持に関する許可制や、釣りを正当化する漁業権に関

しては、「狩猟獣法」とは別に、「歳入」や「魚」の分類

項目に掲載された制定法による規定が存在した。11) また

狩猟に用いる猟犬に関しては、「飼犬許可法」（1867年）

や「関税及び国内税収法」（1878年）を、また、「狩猟の

獲物」に関する刑罰については「警察」及び「刑法」に

分類された制定法の存在を確認することができた。

アニマル・スポーツについては、先行研究においても

一連の「動物虐待法」に関する言及は見られたが、それ

らを禁止する規定が「公道法」（1835年）、「首都警察法」

（1839年）、「地方警察条項法」（1847年）にも存在したこ

とは言及されていなかった。12)

競馬は、生きた馬を用いるという点でアニマル・スポ

ーツに含めることも可能であるし（「動物」に関する諸

規定との関わり）、場合によってはフィールド・スポー

ツに含めることも可能だが（馬の所有に関する「歳入」

との関わり）、本研究では、とくに「遊戯と賭博」に関

わる点に留意したことにより、それらとは別に整理する

ことにした。事実、Huggins による平地競馬に関する

最近の研究でも、賭事の問題に焦点を当てた章が設けら

れており、「賭博法」（1845年）及び「賭事法」（1853年）

への言及もその中で見られた。13) ただし、1845年法が競

馬における「スウィープ・ステイクス」を富くじと同等

と見なし、違法と規定したことについては、その後の競

馬の実施方法にも影響を及ぼした可能性があるにも関

わらず言及されていなかった。なお、賭博については、

DixonやClapsonによる研究もある。14) とくに後者は、

「改正放浪者」（1873年）についてもふれているが、いず

れの研究でも、表４の「遊戯と賭博」で示した以上の制

定法についてはふれていなかった。

「不法な遊戯」を禁ずる規定そのものは、イギリスで

は中世末期以来見られたものだが、19世紀まで効力を

有していたのは、ヘンリー８世の治世に制定された「不

法な遊戯法」（1541年）による「不法な遊戯」に関する

規定であった。15) 「賭博法」（1845年）で注目に値する

のは、それまで区別されていなかった遊戯の内容を「技

術の遊戯」と「偶然の遊戯」に分け、前者を「不法な遊
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表４　Chittyの分類項目に基づく制定法一覧s



奈良工業高等専門学校　研究紀要　第41号（2005）132



19世紀イギリスにおけるスポーツと制定法に関する史的考察 133



奈良工業高等専門学校　研究紀要　第41号（2005）134

表５　表３で示した索引事項（関連分野別）と分類項目の対応一覧



戯」の定義から削除した点にある。そのこともあり、表

５では、「偶然による遊戯」に該当するものも「不法な

遊戯」としてまとめている。16)

ボートが「商船法」（1894年）、そして乗馬や自転車が

「公道法」（1835 年及び1878年）にそれぞれ関連する規

定が見られたことはいわば当然の結果だったかもしれ

ない。ただし、ここでは自転車の規制に関する条例を制

定する権限を地方自治体に認めた「地方自治体法」

（1888年）の存在を示すことができた。17) また、ビリヤ

ードは「賭博法」（1845年）によって許可制が導入され

たが、それに加え、「内国歳入法」（1880年）でも「酩酊

アルコール飲料」との関連が認められた。

プライズ･ファイトは素手で行う拳闘試合であり、早

くは「治安紊乱所法」（1751年）の成立以後、治安判事に

よる禁圧が行われるようになったという指摘もある。18)

また、「対人犯罪法」（1861年）では「理由ある殺人」の

規定がより明確なものとなった結果、そのことがスポー

ツ中の「暴力」に関する裁定にも影響を及ぼしたことが

指摘されている。19) さらに、プライズ・ファイトの為の

専用列車の運行を禁じた「鉄道統制法」（1868年）は、

管見では、制定法を通じてプライズ・ファイトの違法性

が示唆された唯一の事例といえる。20）

街路での凧あげを禁止するための刑罰は「地方警察条

項法」（1847年）で確認された。もっとも、同様の行為

は、「首都街路法」（1867年）にも記載されていたことか

ら、ロンドンでも違法だったことがわかる。

ダンスは「大衆娯楽」の分類項目に示された複数の制

定法に加え、「地方自治体法」（1888年）や「改正公衆衛

生法」（1890年）にも関連する規定が見られた。ただし、

多くは舞踏場や劇場といったダンスを行う場所の許可

制に関する内容であり、その他にアルコール販売に関す

る規定もあった。

５.２ 場所と時間

スポーツと娯楽そのものに関する規定とともに、スポ

ーツ史の観点から見て特に重要だと考えられたのが、ス

ポーツが実施される場所と時間に関する規定であった。

まず、場所に関しては、「浴場と洗濯場」、「囲い込み」、

「地方自治体」、「公衆衛生」、「社会改良」といった相互に

関連し合った分類項目が注目に値しよう。McIntoshが

指摘していたのは1846年の「浴場及び洗濯場法」である

が、1847年法は設置基準と使用料金に関する規定を定

め、1878年法は屋内プールもこの分類項目に含まれるこ

と、また施設管理に関する権限を地方自治体に移管する

ことを定めていた。これは1871年の「地方自治体委員会

法」が、上記の「浴場及び洗濯場法」と1848年の「公衆

衛生法」に基づく権限を有する地方自治体委員会の設置

を認めたことを前提とするものだったと考えられる。

都市におけるレクリエーション用地の供給に関して

は、「社会改良」に分類された「都市改良条項法」（1847

年）が各都市の委員会による用地購入の規定を定めてお

り、まだ囲い込まれていない土地をレクリエーション用

地として保護する規定を有した「囲い込み法」（1845年）

を含め、娯楽用地に関する制定法が1836年の「囲い込

み法」を別にすれば、いずれも1840年代後半に集中し

ていたことがわかる。

レクリエーション用地の歴史的重要性については、す

でに平松による指摘が見られる。21) 平松は、入会地及び

オープンスペースが「運動やレクリエーションの慣習的

権利に服する土地」というコモンロー上の基準に加え、

1830年代以降、産業革命後の都市問題の解決策として

緑地のオープンスペース化が積極的に謳われたことを

指摘しており、このことを背景に成立したいくつかの制

定法について言及してもいる。ただし、屋内の運動場や

プールの設置を促すことになった「都市改良条項法」

（1847年）や「公衆衛生法」（1848年）、専門的なスポー

ツ及び娯楽関連施設である舞踏場、行楽地、競馬場、ス

ケート場、劇場などに関する規定を有した「大衆娯楽」

に関わる制定法、そして「首都警察法」（1839年）、「地

方警察条項法」（1847年）についてはふれていなかった。

なお、定期市がとくに民衆にとっては貴重な娯楽機会

でもあったことはレジャーに関する社会史研究がすで

にくりかえし主張してきたところである。とくに定期市

を専門的に扱った川島の研究（1986年）は、「定期市法」

（1871年）がイングランド及びウェールズの「不要」な

定期市を廃止する権限を治安判事から内務省に移管す

る以前は、ロンドンでは「首都警察法」（1839年）が、

また地方においてはおそらく「地方警察条項法」（1847

年）が治安判事や警察による取締りの際の法的根拠とな

っていたことを教えてくれるのである。22)

小銃射撃場や教練場に関わる規定を有していたこと

から表 4では「軍用地法」（1 8 9 2年）を挙げたが、

Chronological Table of the Statutesによれば、同名の制

定法は 1897年と 1900年にも施行されている。23) また

1892年法によれば、同法が廃止したのは、「国防法」

（1859年）、「志願兵法」（1863年）、「軍隊統制法」（1871

年）、「砲術及び小銃射撃場法」（1885年）、「教練用地法」

（1886年）、「兵舎法」（1890年）、「射撃場法」（1891年）に

含まれていた諸規定であり、これらに関する詳細な検討

は今後の課題とすることにしたい。

次に時間に関わる分類項目についてであるが、関連す

る規定を確認できたのは「工場と商店」、「狩猟の獲物」、
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「休日」、「地方自治体」、「市場と定期市」、「日曜日（安息

日）」という６つの分類項目に関わる制定法であった。

レジャーに関する一連の社会史研究では、19世紀半ば

以降のイギリスで見られたレジャー活動の展開と普及を

促した背景として、とくに労働者階級の実質賃金の上昇

と余暇時間の増大に注目が為されてきた。その意味で、

年４回の銀行休日（バンク・ホリデー）を定めた「銀行

休日法」（1871年）は、イギリス人が国民的規模でレジャ

ーを楽しめるようになるための重要な規定だったといえ

る。24) それというのも、イギリスでは安息日と同義であ

る日曜日が、古くから労働のみならず娯楽についても、

法的に禁じられた日であったという歴史的経緯があるか

らである。25)そこから、「休日」とは反対に、「日曜日（安

息日）」に関する規定については、いずれもこの日のスポ

ーツ及び娯楽を禁ずる内容であり、狩猟についても例外

ではなかったのである（「改正狩猟法」（1831年））。

５.３ まとめ

表3で示した79項目の索引事項に対し、それぞれ関連

する分類項目を見てみると、一つの索引事項でも分類項

目が複数にまたがっているものが少なくなかったこと

がわかる。

関連する分類項目として挙げた中で最も多くの事項

との関連が認められたのは「警察」であり、次が「地方

自治体」であった。関連件数の多寡がただちに規定その

ものの歴史的重要性を示すわけでは勿論ないが、これら

の分類項目で、とくに多くの関連規定を有していた「首

都警察法」（1839年）及び「地方警察条項法」（1847年）、

そして「地方自治体委員会法」（1871年）、「地方自治体

法」（1888年及び1894年）」とその影響については、スポ

ーツ史の観点から改めて検討を加える必要があるよう

に思われる。

これら以外に多くの関連が示されたのは、「狩猟の獲

物」、「遊戯と賭博」、「動物」、「大衆娯楽」、「刑法」、「公衆

衛生」などの分類項目であり、先行研究でもすでに関連

性が示されていたものであるが、本稿では、いずれの項

目においても、先行研究だけでは明らかにされていなか

った規定及び制定法を示すことができた。

６．今後の課題

最後に、スポーツに関する「規制」を有したと考えら

れる分類項目についてふれておくことにしたい。

表4で示した分類項目の中で、とくにスポーツに直接

関わる「規制」（禁止や制限）を有することが確認でき

たのは、次のとおりであった。

「動物」、「陸軍」、「鳥」、「刑法」、「犬」、「魚」、「狩猟の

獲物」、「遊戯と賭博」、「公道」、「未成年者と子供」、

「酩酊アルコール飲料」、「市場と定期市」、「首都ロン

ドン」、「警察」、「大衆娯楽」、「公衆衛生」、「鉄道」、「歳

入」、「船舶」、「日曜日（安息日）」、「放浪者」

19世紀イギリスのスポーツに関わる「規制」ないし

はその違法性を明らかにするためには、少なくとも上記

の項目に分類された制定法について検討することが必

要となるであろう。
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掛かりにして」、『スポーツ史研究』10、1997年、p.107。

また、ボクシングの合法化については、松井良明「懸
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4)過去の制定法を知るのに私的な法令集にたよらざる

を得ないのは、19世紀後半にいたるまでイギリス議

会が法令集の刊行を直接行うことがなかったためで

ある（田中、前掲書、pp.809-810）。

5) Joseph Chitty, Statutes of practical utility, with notes and

indexes, 5th ed., vols.1-16 (by John Mounteney Lely),

Sweet & Maxwell: London, 1894.『オックスフォード
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著、石川旦・竹田清彦訳『スポーツと社会』不昧堂、
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制定法がそれほど大きな影響は及ぼしてこなかった

という指摘もある。Beloff, Kerr and Demetriou, op.

cit.,p.36.

9)ここで特に問題となるのはsportとrecreationの違い

であろう。たとえば、Malcolmsonは同書の前書きで

1755年に刊行されたSamuel JohnsonのA Dictionary of

the English Language (2 vols.: London）を引用し、こう

語っている。「『娯楽recreation』という語が何を意味

するか〔中略〕、その定義については、『気散じdiver-

sion』を、『スポートsport―憂いからひき離すことで

心をなごませるもの』と言ってのけた S a m u e l

Johnsonに依拠すれば良い」（Malcolmson, op. cit.,

p.4）。すなわち、Malcolmsonによれば、同時代のイギ

リスでは、recreation、sport、diversion、pastimeと

いった用語の間に明確な区別はなかったということ

である。また、McIntoshもこう述べている。「Sport

はこのように多くの点で人間の生活に関わっている。

それがあまりに多いために、スポーツ活動（sporting

activity）を定義付けたり、限定することが困難なほ

どである。〔中略〕名詞としてのそれは、男性、女性、

ゲーム（ないしは獲物）game、娯楽pastime、追走

chase、狩猟hunt、闘い fight、冗談 joke、あるいは植

物の突然変異にすら使われている」（McIntosh, op.

cit., pp.10-11)。このように歴史的概念としてのsport

の意味が広範に及んだことから、recreationとの境界

も曖昧だったといわざるを得ない。（娯楽については

Grayson (1994) p.111, ditto (2000) pp.206-207も参照。）
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だがMasonは、sportの歴史的な背景を踏まえながら

も、同書で対象としたsportの意味を「近代的な競技

スポーツ」に限定している。同書の「日本版への序

文」において、彼はこう語っている。「日本語には本

来、『スポーツ』にあたる言葉は存在しなかった。そ

こで他の諸国と同様に、英語のsportという言葉をと

り入れて使用したのである。球技や、レスリング、ボ

クシングといった格闘技は、英国以外の多くの国の文

化にも共通するものであったが、スポーツが体系化さ

れ組織化されたのは、19世紀の英国においてであっ

た。スポーツという言葉が、スポーツ活動をトランプ

やその他の娯楽から区別する近代的意味を帯びるよ
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をrecreationと区別し始める過渡期であった可能性が
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